










資   産   区   分 金     額 割  合

普 通 ・ 定 期 預 金 2,330,520 10.36

投 資 有 価 証 券 20,173,517 89.64

計 22,504,037 100.00

銀   行   名 金   額 割 合

佐 賀 銀 行 2,330,520 100.00

計 2,330,520 100.00

種        類 金     額 割  合

国 債 2,391,548 11.85

地 方 債 9,297,653 46.09

一 般 事 業 債 8,484,316 42.06

計 20,173,517 100.00

(４)貯金経理の資産構成割合(令和４年度末)

(５)預金の銀行別運用状況(令和４年度末)

（単位：千円、％）

(６)債券の種類別運用状況(令和４年度末)

（単位：千円、％）

（単位：千円、％）
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区      分 30 年 度 末 元 年 度 末 ２ 年 度 末 ３ 年 度 末 ４ 年 度 末

貯 金 額 18,332,867,725 18,664,523,143 19,664,344,897 19,123,032,006 20,853,466,344

貯 金 者 数 4,267 4,220 4,205 4,096 4,601

1人当たり貯金額 4,296,430 4,422,873 4,676,420 4,668,709 4,532,377

組 合 員 加 入 率 48.20 47.58 46.84 44.83 32.73

0.6

２.過去５年分の事業状況

(１) 組合員貯金の状況 （単位：円、人、％）

支 払 利 率 0.6 0.6 0.6 0.6
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区      分 30 年 度 末 元 年 度 末 ２ 年 度 末 ３ 年 度 末 ４ 年 度 末

年 度 末 資 産 19,795,432,548 20,186,092,772 21,244,059,250 20,763,262,751 22,551,759,093

資産の運用利益金 191,359,757 192,348,256 197,391,444 206,720,360 213,265,736

平 均 運 用 利 回 り 0.99 0.97 0.96 0.99 0.99

（単位：円）

区      分 30 年 度 末 元 年 度 末 ２ 年 度 末 ３ 年 度 末 ４ 年 度 末

当 期 利 益 金 59,169,553 56,081,605 55,573,791 61,205,704 54,432,700

欠損金補てん積立金 916,643,387 933,226,158 983,217,245 956,151,601 1,042,673,318

積 立 金 500,232,394 539,731,228 545,313,932 633,585,280 601,496,263

欠損金補てん積立金:  共済組合法施行規程第87条第2号の規定により、将来の欠損金の補てんに充てるため、毎事業年度末において｢当期

                   利益金｣を組合員の貯金額の100分の5以上に達するまで「欠損金補てん積立金」として積立てなければならない。

（単位：円、％）
(２) 貯金経理資産の運用状況

(３) 当期利益金と利益剰余金の状況(欠損金補てん積立金及び積立金)
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３.取引金融機関の経営状況

30年度末 ２年度末

8.15 8.11

  ＡＡＡ

  ＡＡ

  Ａ

  ＢＢＢ

  ＢＢ

  Ｂ

  ＣＣＣ

  ＣＣ

  Ｄ

３年度末

   (１) 自己資本比率
（単位：％）

取 引 金 融 機 関 名

佐 賀 銀 行

元年度末 ４年度末

   (２) 格付け

    自己資本比率 ：  貸出残高、保有有価証券などの総資産に占める資本金・引当金など、内部資金の割合。

8.01

                   措置が金融監督庁から発動され、自己資本の早期回復が求められる。

8.03 7.68

                     海外に拠点を持つ銀行の場合、国際決済銀行(BIS)の規制(国際統一基準)で8％以上、また、

                   国内業務に特化した銀行の場合、4％以上の比率を維持することが求められる。

                     健全行の目安となるこうした基準を下回った場合は、一部の業務停止などを含む早期是正

    格付け ：  債券、コマーシャルペーパー(CP)、資産担保債権(ABS)などの元本、利子の支払いの安全の度合い

             を、投資家のだれにでもわかる簡単な記号で示したもの。

               企業の収益、財務状況、経営力、受託契約の内容などを、総合的に評価したうえで格付けする。

              [主な格付機関] R&I(格付投資情報センター)、JCR(日本格付研究所)、Moody's(ムーディーズ社)

  発行体のすべての金融債務が不履行に陥っているとＲ＆Ｉが判断する格付。

（注）+-は同じ格付け内での優劣を示す。

  信用力に問題があり、絶えず注意すべき要素がある。

  格    付  

Ａ－

 格付けの定義

  信用力は当面問題ないが、将来環境が変化する場合、十分注意すべき要素がある。

令和5年4月13日現在   R&I (格付投資情報センター) 

  発行体のすべての金融債務が不履行に陥る懸念が強い。

  信用力は高く、部分的に優れた要素がある。

取引金融機関名

  信用力は十分であるが、将来環境が大きく変化する場合、注意すべき要素がある。

佐　賀　銀　行

  信用力に重大な問題があり、金融債務が不履行に陥る懸念が強い。

　信用力は最も高く、多くの優れた要素がある。

  信用力は極めて高く、優れた要素がある。
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